
児童発達支援事業ｗａｋａｂａ評価表

配布数 49

回答数 43

回収率 88%

はい
どちらとも
いえない

いいえ 無回答 ご意見

① 40 3
・個別療育部屋としては十分だと思う。
・小学生が利用する時が狭い部屋になることがある
が、仕方ないと思う。

・敷地面積　　　：４６６．７９㎡
・建物延べ面積：１２５．０４㎡

② 41 2

・保育士：３名　（うち２名兼務）
・児童指導員１名（兼務）
 ・作業療法士１名
 ・言語聴覚士１名（兼務）
・臨床心理士による発達検査を必要に応じて行って
います。
・内部研修の実施・外部研修への参加しています。

③ 38 1 4
・津山市「人にやさしいまちづくり条例」に適合。
・入口にスロープ及び手摺を設置しています。
・室内はバリアフリーです。

④ 40 3
駐車場から中に入る時に外回りに置いてあるものが、
気になって触ってしまう。

施設の外周にやむを得ず用具等を置くときには、目隠
しをしたり表示をしたりするようにしていきます。

⑤ 41
・面談をし、個々に応じた支援計画を立てて実施して
ある。
・保護者の話をよく聞いてくれる。

・ＡＢＣ分析などに基づき、ケアプラン会議を職員間で
行い、保護者と面談の上、個別支援計画を作成して
います。

⑥ 40 3
・ガイドラインについてホームページ等で保護者に閲覧
していただける方法を検討していきます。

チェック項目

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって
いるか。また、子ども達の活動に合わせた空間となって
いるか。

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された
上で、児童発達支援計画（※１）が作成されているか

児童発達支援計画には、児童発達ガイドラインの「児
童発達の提供すべき支援」の「発達支援」「家族支援」
「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要
な項目が適切に選択され、その上で具体的な支援内
容が設定されているか

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか

職員の配置数や専門性は適切であるか

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環境に
なっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備
等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に
なされているか。



⑦ 42 1

・在籍園・家庭・ソシオでの姿からお子様の課題を分
析し、活動を設定しています。
・担当スタッフだけでなく、職員間でも具体的な活動や
支援の振り返りを行っています。

⑧ 43

・工夫してあると思う
・個別療育では担当外のスタッフが指導にあたる時が
あり、複数のスタッフでみてもらえるのが子どもによい刺
激になっている。

・職員間でケアカンファレンスを実施、お子様の状態
に合わせて課題プログラムを立て、より良いサービス
の提供ができるようにしています。
・所外研修に参加し、得た知識や情報を取り入れなが
ら、サービスの向上を目指しています。

⑨ 20 3 2 18
コロナのことがあるので、難しいと思われる。

・利用児の大半が保育園や認定こども園、幼稚園に
在籍しており、施設以外の子どもと関わる機会が日常
的にあるため、移動時の子ども達の負担軽減や療育
内容の充実のほうを重視して考えています。

⑩ 43 ・丁寧な説明で理解できた。
・運営規定に基づき、契約時に説明。利用契約時に
契約書などで利用者負担など説明をしています。

⑪ 42 1 ・丁寧な説明で理解できた。
・ガイドラインについてホームページ等で保護者に閲覧
していただける方法を検討していきます。

⑫ 25 6 3 9
・療育に頼りきりではなく、家でもできることがあればして
いきたい。

・step socioと合同で年中児・年長児の保護者様を対
象に就職準備ガイダンスを実施し、就学までの流れや
身につけておきたいスキルなどを話し合います。
・土曜育児相談は現在コロナ対策として休止していま
すが、今後再開を検討していきます。

⑬ 43
・よく話を聞いてもらっている。
・トレーニング後に様子をよく伝えてもらえるのがありが
たい。

・連絡ノートやお迎え時に事業所での過ごし方を伝え
たり、園や家庭での過ごし方、課題などを話合う機会
があります。
・連絡帳や懇談を通じて、活動時の姿や課題、成長、
対応方法などを伝え合い、保護者様と共通認識でき
るようにしていきます。

⑭ 38 3 2

・課題やアドバイスをもらえるとありがたい。
・毎回の療育の時にも様子を伝えたり、アドバイスが聞
けたりしている。

・個別支援計画の面談を行なったり、在籍園を含めた
ケース会議にも積極的に参加しています。課題があ
れば、都度面談を呼び掛けています。

活動プログラム（※２）が固定化しないように工夫されて
いるか

児童発達支援計画に沿った支援が行われているか

適
切
な
支
援
の
提
供

定期的に保護者に対して面談や、育児に関する助言
等支援が行われているか

保
護
者
へ
の
説
明
等

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害の
ない子どもと活動する機会があるか

運営規定、利用者負担等について丁寧な説明がなさ
れたか

日頃から子どもの状況を保護者に伝え合い、子どもの
発達の状況や課題について共通理解ができているか

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供す
べき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作
成された「児童発達支援計画」を示しながら、支援内
容の説明がなされたか

保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・トレー
ニング（※３）等）が行われているか



⑮ 12 12 3 16
・コロナのことがあるので、難しいと思う。
・まだ利用回数が少ないので、実施の有無がわからな
い。

・socioの放課後デイでは、夏祭りなどのイベントを実
施。保護者のみを対象とした大人のｓｏｃｉｏがコロナ対
策で休止していますが、R4.1～再開の予定です。
・「大人も日常を忘れ楽しむ」というコンセプトの「大人ｓ
ｏｃｉｏ」だけではなく、保護者同士の情報交換やスー
パーバイズが受けれる「茶話会」も別途計画していき
ます。

⑯ 39 2 2 ・開始したばかりなのでまだよくわからない。
・苦情の受付（契約書第１３条関係）を説明。責任者・
受付窓口・第三者委員を決めている。公的機関の苦
情窓口である各市町村と連携しています。

⑰ 41 1 1
・一括送信ラインで連絡を受けやすく、個人ラインでも
連絡が取りやすい。

・連絡ノートやお迎え時の懇談、LINE連絡等で情報伝
達を行っている。

⑱ 31 3 9
・わかばだよりを年間数回発行している他、一括送信
ＬＩＮＥでも情報を伝えている。
・自己評価はホームページで開示している。

⑲ 40 2 10
・契約時に個人情報同意書の説明を行っている。職
員も個人情報の取り扱いには十分に注意するよう教
育を行っています。

⑳ 20 4 19
・まだ利用回数が少ないので、しているかどうかわから
ない。

・緊急時対応マニュアル・防犯防災マニュアル・感染
症マニュアルを作成し、不審者対応訓練等も実施し
ています。簡単ではあるが、契約時にマニュアルにつ
いて触れている。

㉑ 16 6 21
・まだ利用回数が少ないので、しているかどうかわから
ない。

・防災マニュアルを作成し、施設での避難誘導・通報
訓練を実施しています。個別療育の短い時間や３歳
未満児の状態を考えると、療育内ですることは難しい
ため、スタッフのみの訓練となっているが、職員間で訓
練を実施していることは契約時に伝えるようにしてい
る。

㉒ 37 1 1 4

・保育園に早く行けれない悲しさがあるように思う。
・帰りは「楽しかった～」と笑顔で、それが一番うれし
い。
・仲のよい友達もでき、楽しそうに通っている。
・年齢が小さく気持ちが聞けないのでよくわからない。

・トレーニングではあるが、利用児にとっては楽しい活
動（遊び）と思っていただけるように今後も工夫してい
きたいと思いいます。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等によ
り保護者同士の連携が支援されているか

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の
体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明
し、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応して
いるか

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事
予定、体制連絡等の情報や業務に関する自己評価の
結果を子どもや保護者に対して発信しているか

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための
配慮がなされているか

個人情報の取り扱いに十分注意されているか

満
足
度

子どもは通所を楽しみにしているか

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応
マニュアルを策定し、保護者に周知・説明されているか
また、発生を想定した訓練が実施されているか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他
必要な訓練が行われているか



㉓ 42 1

・いつも親身に考えてもらっている。
・不安に思うことを伝えるとすぐに療育に取り入れてもら
えて心強い。
・始めたばかりなのでまだわからない。

・忙しい中継続して通ってくださっている保護者様に
「通ってよかった」と思っていただけるよう、職員一丸と
なって取り組んでいきたいと思います。

※３　保護者は子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め方等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とする。

※１　児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための
課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

※２　事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害特性や課題、平日／休日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されていることが想定されている。

満
足
度

事業所の支援に満足しているか


